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X25a 重力レンズ効果を考慮した回転円盤モデルフィッティングコードの開発
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近年、ALMAを使って、重力レンズ効果を利用した高赤方偏移銀河 (z>7)の [OIII] 88 µmや [CII]158 µm の
分光観測が進んでいる。重力レンズ効果は、ALMA本来の高分解能、高感度をさらに向上させ、高赤方偏移銀河
の運動学の解析を可能としている。よって、重力レンズ効果を利用した高赤方偏移銀河の観測は、今後も重要で
ある。
今回は、３次元分光データから得られた輝線の強度分布と速度分布に対して、重力レンズ効果を考慮して、輝線

分布モデルと回転円盤モデルを同時にフィッティングするコードを開発した。輝線分布モデルでは指数関数的な
動径分布を仮定し、モデルから分布のスケール長などを見積もることができる。一方、回転円盤モデルでは、フ
リーマンによって求められた回転速度 (K.Freeman et al. 1970)で物質が回転する円盤を仮定し、モデルから円
盤質量や円盤のスケール長などのパラメータの見積もりが行える。このとき、これらのモデルは本来の座標系に
設定してあるので、重力レンズ効果を受ける前の本来の物理量が得られる。そして、得られたモデルから分光画
像、ALMA Moment map(０次:積分強度図、１次:視線速度図、２次:視線速度分散図)のイメージングも観測の座
標系と本来の座標系の両方で行える。講演では、コードの説明に加えて、ある重力レンズ天体 (Hashimoto et al.
2018)に重力レンズモデルを使用してコードを適用した結果についても報告したい。


